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  １ 高齢者人口の現状と将来推計 

我が国は本格的な人口減少時代を迎えており、２０３０（平成４２）年には労働力人口が１千万人

以上減少するという推計もあります。 

２０１４（平成２６）年１０月１日現在、住民基本台帳に基づく恵庭市の人口は６８、９５０人で

あり、このうち６５歳以上の高齢者は１６、６０５人、高齢化率は２４．０％となっています。 

総人口は年々減少傾向となりつつありますが、高齢化率は逆に高くなっていきます。 

 【高齢者人口の推移】                             ＜単位：人＞

計画期間 
第３期計画(実績) 第４期計画(実績) 第５期計画(実績) 

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 

総 人 口 67,942 68,417 68,685 68,608 68,809 68,938 69,126 68,876 68,950

高齢者人口 
人数 12,214 12,761 13,223 13,717 14,122 14,547 15,099 15,806 16,605

高齢化率 18.0% 18.7% 19.3% 20.0% 20.5% 21.1% 21.8% 22.9% 24.0% 

前期高齢者 人数 7,228 7,446 7,528 7,690 7,668 7,666 7,836 8,214 8,719 

(65～74 歳) 比率 10.6% 10.9% 11.0% 11.2% 11.1% 11.1% 11.3% 11.9% 12.6% 

後期高齢者 人数 4,986 5,315 5,695 6,027 6,454 6,881 7,263 7,592 7,886 

(75 歳～) 比率 7.3% 7.8% 8.3% 8.8% 9.4% 10.0% 10.5% 11.0% 11.4% 

40～64 歳人口 
人数 23,089 23,197 23,346 23,402 23,650 23,838 23,917 23,844 23,662

比率 34.0% 33.9% 34.0% 34.1% 34.4% 34.6% 34.6% 34.6% 34.3% 

 ※各年１０月１日時点 

 【高齢者人口の推移グラフ】 

＜各年１０月１日現在＞ 
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  高齢者人口の将来推計値を算出すると、５年後（２０２０（平成３２）年）の高齢化率は２８．４％、

１０年後（２０２５（平成３７）年）には３０％を超え、高齢者人口も２０，５７８人となることが

予測されます。これは、恵庭市民の３人に１人が６５歳以上の高齢者となることであり、冒頭で述べ

た国立社会保障・人口問題研究所の予測が証明される推計結果となりました。 

 【高齢者人口の将来推計】                          ＜単位：人＞

計画期間 
第６期計画(推計)  将来推計①  将来推計② 

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 H32(2020) H37(2025) 

総 人 口 69,985 69,902 69,819 69,569 68,566 

高齢者人口 
人数 17,629 18,051 18,473 19,739 20,578 

高齢化率 25.2% 25.8% 26.5% 28.4% 30.0% 

前期高齢者 人数 9,122 9,252 9,382 9,771 8,563 

(65～74 歳) 比率 13.0% 13.2% 13.4% 14.0% 12.5% 

後期高齢者 人数 8,507 8,799 9,091 9,968 12,015 

(75 歳～) 比率 12.2% 12.6% 13.0% 14.3% 17.5% 

40～64 歳人口 
人数 23,171 23,083 22,995 22,732 22,401 

比率 33.1% 33.0% 32.9% 32.7% 32.7% 

 ※各年１０月１日時点での推計値 

 ※推計値については、厚生労働省提供による「介護保険事業計画用ワークシート」により算出。 

 【高齢者人口の将来推計グラフ】 

＜各年１０月１日時点＞ 

第２章 高齢者の現状と将来推計 

9,104 
10,182 

11,198 
12,214 

13,223 
14,122 

15,046 
16,605 

17,629 18,051 18,473 
19,739 

20,578 

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

H12 H14 H16 H18 H20 H22 H24 H26 H27 H28 H29 H32 H37



8 

　　※S24年度生・・・昭和24年度生まれをいう

年齢別人口（５５歳～　）

６２～６４ ６５～６９ ７０～７４ ７５～７９ ８０～８４ ８５～８９ ９０～９４ ９５～９９ １００～１０４ １０５～１０９

3,277 4,862 3,857 3,363 2,404 1,416 539 144 19 1

年　　　齢

第　６　期

人　　　口

第　５　期

814 
810 807 

901 
899 

921 

1,056 
1,070 
1,058 

1,149 

1,263 

1,166 

943 

777 

713 

819 

768 

825 776 

669 

671 
696 682 

665 
649 

540 547 

482 

440 

395 

368 

331 

299 

233 

185 

144 140 

104 
84 
67 
51 
35 
23 24 

11 8 5 3 1 2 1 

0

250

500

750

1,000

1,250

55才
（Ｓ34年度生）

60才
（Ｓ29年度生）

65才
（Ｓ24年度生）

70才
（Ｓ19年度生）

75才
（Ｓ14年度生）

80才
（Ｓ9年度生）

85才
（Ｓ4年度生）

90才
（Ｔ13年度生）

95才
（Ｔ8年度生）

100才
（T3年度生）

105才
（M42年度生）

人数

年齢（生年）

平成26.10.1現在

第６期

第５期

１６，６０５人

１９，８８２人

第
２
章
 
高
齢
者
の
現
状
と
将
来
推
計
 



9 

  ２ 要支援・要介護認定者の現状と将来推計 

  ２０１４（平成２６）年の第１号被保険者の要支援・要介護認定者数は２，７００人、認定率は１

６．３％となっており、高齢者人口と同様に認定者数も増加していることがわかります。 

 【要支援・要介護認定者数の現況】                       ＜単位：人＞

計画期間 
第３期計画(実績) 第４期計画(実績) 第５期計画(実績) 

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 

第
１
号
被
保
険
者

要支援１ 281 251 265 313 387 415 485 519 616 

要支援２ 129 260 336 347 339 412 442 476 477 

要支援計 410 511 601 660 726 827 927 995 1,093 

要介護１ 443 305 272 294 359 419 437 449 473 

要介護２ 241 300 346 327 349 383 379 417 406 

要介護３ 204 222 250 229 210 206 234 248 249 

要介護４ 141 141 159 193 181 194 214 225 234 

要介護５ 143 159 136 136 167 183 199 235 245 

要介護計 1,172 1,127 1,163 1,179 1,266 1,385 1,463 1,574 1,607 

計 1,582 1,638 1,764 1,839 1,992 2,212 2,390 2,569 2,700 

認定率(高齢者に占める割合) 13.0% 12.8% 13.3% 13.4% 14.1% 15.2% 15.8% 16.2% 16.3% 

第２号被保険者 62 58 64 63 69 69 70 67 77 

合計 1,644 1,696 1,828 1,902 2,061 2,281 2,460 2,636 2,777 

 ※各年１０月１日時点 

 【恵庭市の認定者数の推移グラフ】 

＜各年１０月１日現在＞ 
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  高齢化の進展と共に認定者数も増加し、２０２５（平成３７）年には４，５６８人、認定率は２２．

２％まで上昇することが予測されます。 

 【要支援・要介護認定者数の将来推計】                     ＜単位：人＞

計画期間 
第６期計画(予測)  将来予測①  将来予測② 

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ32(2020) Ｈ37(2025) 

第
１
号
被
保
険
者

要支援１ 762 878 999 1,202 1,382 

要支援２ 523 533 546 632 733 

要支援計 1,285 1,411 1,545 1,834 2,115 

要介護１ 530 552 571 646 729 

要介護２ 398 368 355 396 483 

要介護３ 287 305 330 414 507 

要介護４ 265 276 295 335 389 

要介護５ 259 262 263 291 345 

要介護計 1,739 1,763 1,814 2,082 2,453 

計 3,024 3,174 3,359 3,916 4,568 

認定率(高齢者に占める割合) 17.2% 17.6% 18.2% 19.8% 22.2% 

第２号被保険者 84 92 109 114 113 

合計 3,108 3,266 3,468 4,030 4,681 

 ※各年１０月１日時点での推計値 

 ※推計値については、厚生労働省提供による「介護保険事業計画用ワークシート」により算出。 

 【恵庭市の認定者数の将来推計グラフ】 

＜各年１０月１日現在＞ 
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  ３ 日常生活圏域の現状と見直し 

１ 日常生活圏域について 

日常生活圏域とは、その住民が日常生活を営んでいる地域として、地理的条件、人口、交通事情

その他の社会的条件、介護給付等対象サービスを提供するための施設の整備状況、その他の条件を

総合的に勘案して定める区域として介護保険法で規定されており、概ね３０分以内に必要なサービ

スが提供される区域として、学校区などを単位として想定しています。 

本市においては、圏域の設定が介護保険法に規定された「第３期介護保険事業計画（平成１８～

２０年度）」より、小学校区を基本とした圏域を設定しています。 

① 見直し検討の背景 

高齢者人口の増加に伴い、圏域間のバランスが崩れ、一部の地域包括支援センターの業務負担が

増大していることから、より適切な圏域のあり方について検討を進め、第６期事業計画期間内に日

常生活圏域を見直し、高齢者人口や地域等の平準化を行うとともに、現在設定している３ヵ所の圏

域を４ヶ所とし、併せて新たな地域包括支援センターの設置を検討することとなりました。 

② 見直しの考え方 

見直しにあたっての考え方を以下のとおりとします。 

 ・ 地理的条件やこれまでの地域活動などを勘案し、現在の総合計画における地域区分を尊重する。 

 ・ 圏域ごとの高齢者人口や地域のばらつきを解消するため、１圏域の高齢者人口が概ね６千人を

超えないように設定する。 

上記の考え方を踏まえ、日常生活圏域数を３圏域から４圏域とします。 

③ 地域包括支援センターの新設 

地域包括支援センターは、現在、各圏域に１ヵ所ずつ合計３ヵ所設置しており、漁川右岸地区に

「ひがし地域包括支援センター」を、漁川左岸地区に「みなみ地域包括支援センター」を、島松・

恵み野地区を「きた地域包括支援センター」が担当しています。 

圏域の見直しに伴い、圏域毎の高齢者人口が概ね４千人程度と平準化されることから、第６期事

業計画期間中に、新たな地域包括支援センターの設置を行い、包括間の業務バランスの適正化や業

務負担の軽減を行うことにより、より効率的に身近な地域での相談体制の整備が可能となります。 

  このことから、市内の日常生活圏域の見直しに伴う、新たな地域包括支援センターの設置を行い、

業務体制の強化を行います。 

第２章 高齢者の現状と将来推計 



12 

２ 日常生活圏域の状況等 

   市内の３つの日常生活圏域の高齢者数、要支援・要介護認定者数、サービス利用者数は次のとお

りです。 

【 高齢者数 】                              ＜平成 26年 10 月 1日現在＞

日常生活圏域 漁川右岸地区 漁川左岸地区 島松･恵み野地区 
計 

担当 
ひがし地域包括 

支援センター 
みなみ地域包括 

支援センター 
きた地域包括 

支援センター 

人口 27,868 人 19,886 人 21,196 人 68,950 人 

高齢者数 
人数 5,659 人 4,659 人 6,287 人 16,605 人 

高齢化率 20.3% 23.4% 29.7% 24.1% 

前期高齢者 
(65～74 歳) 

人数 2,962 人 2,463 人 3,294 人 8,719 人 

比率 10.6% 12.4% 15.5% 12.6% 

後期高齢者 
(75 歳～) 

人数 2,697 人 2,196 人 2,993 人 7.886 人 

比率 9.7% 11.0% 14.1% 11.4% 

【 要支援・要介護者認定数 】               ＜第 1号被保険者・平成 26年 10月 1日現在＞

日常生活圏域 
住所地 
特 例 

漁川右岸地区 漁川左岸地区 島松･恵み野地区 
計 

担当 
ひがし地域包括 

支援センター 
みなみ地域包括 

支援センター 
きた地域包括 

支援センター 

要支援者 2 6.5% 370 6.9% 307 6.4% 415 6.6% 1,093 

要支援 1 1 3.2% 183 4.2% 185 3.8% 247 3.8% 616 

要支援 2 1 3.3% 187 2.9% 122 2.6% 167 2.9% 477 
要介護者 22 9.0% 509 9.8% 433 9.9% 643 9.7% 1,607 

要介護 1 9 2.9% 164 2.9% 126 2.6% 174 2.8% 473 

要介護 2 4 2.4% 135 2.4% 106 2.5% 161 2.4% 406 

要介護 3 5 1.4% 81 1.3% 58 1.6% 105 1.6% 249 

要介護 4 2 1.3% 72 1.5% 67 1.4% 93 1.4% 234 

要介護 5 2 1.0% 57 1.7% 76 1.7% 110 1.5% 245 

計 24 879 740 1,057 2,700 

認定率  15.5% 16.7% 16.3% 16.3% 

【 サービス利用者数 】                   ＜第 1号被保険者・平成 26年 10 月 1日現在＞

日常生活圏域 
住所地 
特 例 

漁川右岸地区 漁川左岸地区 島松･恵み野地区 
計 

担当 
ひがし地域包括 

支援センター 
みなみ地域包括 

支援センター 
きた地域包括 

支援センター 

利
用
者

居宅介護サービス 17 58.4% 513 53.7% 397 51.3% 542 54.4% 1,469 

特定入居者生活介護以外 7 57.8% 508 51.8% 383 48.0% 506 52.0% 1,404 

特定入所者生活介護 10 0.6% 5 2.0% 14 3.4% 36 2.5% 64 

地域密着型サービス 1 8.2% 73 10.1% 75 9.9% 105 9.4% 253 

小規模多機能型居宅介護 1 1.0% 9 1.4% 11 2.2% 23 1.7% 44 

認知症グループホーム 0 5.5% 48 5.0% 37 4.3% 45 4.8% 130 

地域密着型特別養護老人ホーム 0 1.8% 16 3.6% 27 3.5% 37 3.0% 80 

定期巡回・随時対応サービス 0 0.0% 0 0.0% 0 0.1% 1 0.1% 1 

施設サービス 6 10.7% 94 13.9% 103 13.3% 141 12.7% 344 

計 24 77.4% 680 77.7% 575 74.6% 788 76.5% 2,066 

未利用者 0 22.6% 199 22.3% 165 25.4% 269 28.9% 779 

合計 24 100.0% 879 100.0% 740 100.0% 1,057 100.0% 2,700 
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